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◆記述式ςスτʢWRTʣ
　さまざまな地理的な現象や地域の課題についての問いに、地図や

写真、統計などの資料を手掛かりに答えます。答えを導き出す過程も

採点の対象になります。

◆マϧチメσΟΞςスτʢMMQʣ
　地図、写真、グラフなどを使って、そこで表されている地理的な現

象や課題を読み取るテストで、解答は4つの選択肢から選ぶ客観式

テストです。

◆ϑΟーϧυワークςスτʢFWTʣ
　指定された地域のコースを歩きながら観察します。いくつかのチェッ

クポイントをまわり、そこで説明を受けます。競技者は、観察した地理

的な現象や地域のようす、観察できる景観についてメモを取りながら歩

きます。そして、課題が出されて作業を行います。野外での観察と作

業のあと、それらをもとにした問題に答えます。問いかけが求めている

ことを的確に表すことが求められます。

　「地理オリンピック」の共通言語は英語です。国際地理オリンピック

（世界大会）ではすべて英語での出題と解答が求められます（辞書の

持ち込みは可）。そのため、科学地理オリンピック日本選手権でも全体

の2割の問題は英語による出題・解答です。英語による解答は、上手

な文章でなくても、論理的に正しく的確に表現することが大切です。

非英語圏の国々からも、多くのメダル受賞者が出ています。

　「地理オリンピック」の世界大会や地域大会では、さまざまな国の学

生や先生と交流することも目的とするところです。世界には、「地理」

を理科の科目のひとつとして学んでいる国もあれば、地理と歴史が補

完的な関係を持ち同じ先生が地理と歴史を教える国もあります。さま

ざまな国・地域から集う学生や先生と交流し、お互いの国の文化、教

育などについてさまざまな相違点を共有し合うことは地理オリンピック

の大切な役割です。

国際地理オϦンϐックʢ世界大会ʣ

第 1回大会 1996年 ハーグ：オランダ

第 2回大会 1998年 リスボン：ポルトガル

第 3回大会 2000年 ソウル：韓国

第 4回大会 2002年 ダーバン：南アフリカ共和国

第 5回大会 2004年 グディニア：ポーランド

第 6回大会 2006年 ブリズベン：オーストラリア

第 7回大会 2008年 カルタゴ：チュニジア

第 8回大会 2010年 タイペイ：台湾

第 9回大会 2012年 ケルン：ドイツ

第10回大会 2013年 京都：日本

第11回大会 2014年 クラクフ：ポーランド

第12回大会 2015年 トヴェリ：ロシア

第13回大会 2016年 北京：中国

地域地理オϦンϐックʢ地域大会ʣ

第 1回大会 2007年 シンチュー：台湾

第 2回大会 2009年 つくば：日本

第 3回大会 2011年 メリダ：メキシコ

地理オϦンϐックͷ歴史

　地理オリンピックのルーツは、1965年、エスト

ニアの大学生が企画した「環バルト海地理競技会」

がルーツです。地理学を学ぶ学生が国の垣根を越

えて集まり、地理教育の未来を語り合いました。

　1994年に行われたIGU（国際地理学連合）の総会

（プラハ：チェコ）で、オランダとポーランドの委員が

「国際地理オリンピック」を提案しました。それ以降、

13回の世界大会と3回の地域大会（アジア・オセア

ニア地域）が行われました。そして2017年には、ベ

オグラード（セルビア）で第14回国際地理オリンピック 

iGeo Beograd 2017 が行われます。

国際地理オϦンϐック
iGeo

1 . 記述式ςスτ

2 . マϧνメσΟΞςスτ

3 . ϑΟーϧυワークςスτ
文化交

流

金　銀　銅  メμϧ授与

選抜試験の成績ͳͲを総合的ʹ評価しͯ日本代表候補を選考する。

うち4名を日本代表ͱしͯ国際地理オϦンϐックʹ೿遣する。

科学地理オϦンϐック
日本選手権  および

国際地理オϦンϐック 
iGeo 選抜大会

第1次選抜：マϧνメσΟΞςスτ

第2次選抜：記述式ςスτ

第3次選抜：ϑΟーϧυワークςスτ

金　銀　銅  メμϧ授与

上位およそ100位まͰ

成績優秀者を対象ͱする

 国際地理オϦンϐック͸
3つͷ種目で競います。

国際地理オリンピックは

競う
地理力を



◆募集要項

参加資格
2016 年 4 月以降ɺ大学͓ΑびそΕʹ相当すΔ教育機関Ͱ教育を受
けͯいͳい19 歳未満ͷ者ɻͨͩしɺ世界大会ͷ出場選手ʢ4 名ʣ͸ɺ
2017 年 6月末ͷ時点Ͱ 16 歳～19 歳ͷ者͔Β選出さΕ·すɻ

選抜についͯ

■第 1 次選抜ɹ2017年1月7日ʢ土ʣ
会場：札幌ɺ函館ɺ秋田ɺ山形ɺ一関ɺ仙台ɺ水戸ɺ前橋ɺ東京ɺ

新潟ɺ上越ɺ高岡ɺ福井ɺ静岡ɺ豊橋ɺ名古屋ɺ京都ɺ福知
山ɺ大阪ɺ加古川ɺ浜田ɺ岡山ɺ広島ɺ福岡ɺ長崎ɺ竹田
( 大分 )ɺ鹿児島ɺ那覇ͷ 28会場を予定ɻ
ͳ͓ɺ応募状況ͳͲʹΑΓɺ会場を変更すΔ͜ͱ͕あΓ·すɻ最新ͷ情
報をɺ国際地理ΦϦンϐック日本委員会ͷϗーϜϖーδʢhががp://japan２
igeo.com/ʣͰ確認しͯくͩ ͞いɻ·ͨɺ担当ͷ先生͕責任を持ͬͯ試験
会場を提供しɺ試験を実施しͯいͨͩけΔ場合͸ɺ特例的ʹ試験会場を
設置すΔ͜ͱ͕Ͱ͖·すɻ͝希望͕あΔ場合ʹ͸ɺ科学ΦϦンϐック共通
事務局ʢTEL: 042２646２6220ɺE２mail：info@conがeかが２kyoがかき.comʣʹ ͝
連絡くͩ ͞いɻ検討ͷ上ɺ主催者͕決定し·すɻ

内容：マϧνϝσΟΞςετ
ʪεϥΠυͰ提示すΔ地図・図表・写真ͳͲを͔ͭͬͨ問題ʹ答えΔ客観

式ςετʫ  問題ͷ໿ 2 割͸英語ʹΑΔ出題Ͱ辞書ͷ持ͪ込Έ͸紙媒体ͷ
Έ可能ɻ解答時間͸ 60 分ɻ

選考：ςετͷ成績上位໿100 名͕第 2 次選抜ʹ進Ήこͱ͕Ͱ ·͖すɻ
ςετͷ結果͸ɺ後日ɺ個人宛ͯʹ郵送し·すɻ

■第 2 次選抜ɹ2017年2月19日ʢ日ʣ
会場：東京ɺ大阪ͳͲを予定ɻ※前回大会Ͱ͸全国 12Χ所Ͱ実施ɻ

第̎次選抜受験者ͷ居住地を考慮しͯ会場を指定し·すɻ

内容：記述式ςετ
ʪ地図・資料ͳͲͷ読解を中心ʹしͨ記述式ςετʫ  問題ͷ໿ 2 割͸英語

ʹΑΔ出題Ͱ辞書ͷ持ͪ込Έ͸紙媒体ͷΈ可能ɻ解答時間͸ 120 分ɻ

選考：成績優秀者を表彰しɺ金ɺ銀ɺ銅ϝμϧを授与し·すɻ
 成績優秀者ͷ上位͔Β選抜さΕͨ者͕第 3 次選抜試験ʹ進

Ήこͱ͕Ͱ͖·すɻ
ςετͷ結果͸ɺ後日ɺ個人宛ͯʹ郵送し·すɻ

■第 3 次選抜ɹ2017年3月11日ʢ土ʣ・12日ʢ日ʣ
会場：関東地方Ͱ実施予定ɻ

内容：ϑΟーϧυワーΫςετ
ʪϑΟーϧυワークを΋ͱʹしͨ筆記・作図ͳͲͷ試験ʫ  問題ͷ໿ 2 割͸英

語ʹΑΔ出題Ͱ辞書ͷ持ͪ込Έ͸紙媒体ͷΈ可能ɻ当該ͷ受験生ʹ͸直
接通知し·すɻ

選考： 選抜試験ͷ成績ͳͲを総合的ʹ判断し４名を日本代表ͱしͯɺ
2017 年 8月2日～8日ʹϕオάϥーυʢセϧϏΞʣͰ開催予定
ͷ第 14 回国際地理オϦンϐッΫʹ೿遣し·すɻ

問題についͯ
過去ͷ問題͸ɺ国際地理オϦンϐッΫ日本委員会ͷϗーϜϖーδ

ʢhががp://japan-igeo.com/ʣͰ閲覧すΔこͱ͕Ͱ͖·すɻ
ͳ͓ɺ2010 年·Ͱ͸ɺ第 1 次ɺ第 2 次選抜ͷ区別͸ͳくɺマϧνϝσΟΞςετͱ
記述式ςετを同日ʹ行ͬͯい·しͨɻ

参加申込みについͯ

申込期間：2016年10月1日ʢ土ʣ～ 11月30日ʢ水ʣ
郵送͸ 11月30日ʢ水ʣ必着ɺWEBΤンτϦー͸ 12月5日ʢ月ʣ23:59·Ͱɻ

申込Έ方法：郵送·ͨ͸WEBエンτϦー
参加申込書を郵送すΔ方法ͱɺ申込Έ専用ϖーδ͔ΒWEBΤンτϦーすΔ方法͕
あΓ·すɻͲͪΒͷ申込Έ方法Ͱ΋ɺ個人Ͱ申し込Ήʮ個人申込Έʯͱ学校͝ͱʹ
団体Ͱ申し込Ήʮ学校申込Έʯ͕ 選΂·すɻͳ͓ɺ応募ʹあͨͬͯ͸保護者ͷ同
意͕必要ͰすɻWEBΤンτϦーͰ͸保護者同意欄ʹνΣックをɺ郵送ͷ場合͸保
護者ͷ署名・捺印をɺͦ ΕͧΕ忘ΕͳいΑうʹ͓願いし·すɻ

ʮ個人申込Έʯ  申込Έ専用ϖーδ͔ΒWEBΤンτϦーすΔ͔ɺ本募集要項ʹ
添付͞Εͨ参加申込書ʹ必要事項を記入しͯ下記ͷ郵送申込
書送付先ʹ郵送しͯくͩ ͞いɻ

ʮ学校申込Έʯ  学校申込Έʹ͸Ⲵ学校Ͱ一括しͯ申込Έ一般会場
Ͱ受験すΔ方法ͱɺⲵ自校Ͱ在校生徒ͩけͰ受験す
Δ方法͕あΓ·すɻ在籍すΔ学校ͷ担当ͷ先生ʹ相
談し くͯͩ さいɻ

ʪ担当すΔ先生΁ͷ͓願いʫ

Ⲵͷ場合ʹ͸ɺ応募すΔ生徒全員ʹ本募集要項ʹ同封͞Ε ʮͨ申込書ʯͷᶃ個人
ʢ生徒ʣ申込Έ欄ʹ記入͞せɺ担当すΔ先生 ʮ͕申込書ʯͷᶄ学校申込Έʢ一般会

場ʣ欄ʹ記入しͯくͩ ͞いɻ応募すΔ生徒ͷ人数分ͷ参加申込書ͱɺ先生͕ᶄʹ
記入しͨ参加申込書を·ͱΊͯɺ郵送申し込Έ送付先ʹ͓送Γくͩ ͞いɻ

ⲵͷ場合ʹ͸ɺ担当すΔ先生͕ WEB申込専用ϗーϜϖーδʢ下記ΞυϨεʣʹ Ξ
クセεしɺ特例会場ͷ設置条件を読Έ同意͞ΕͨうえͰɺ申請書をμ΢ンϩーυし
ͯ必要ͳ項目ʹ記入ͷ上申請をしͯくͩ ͞いɻ実行委員会Ͱ協議しͯ申請ͷ可否
を検討し·すɻ特例会場ͱしͯ認ΊΒΕͨ場合ɺⲴͱ同様ʹɺ応募すΔ生徒全員
ʹ本募集要項ʹ同封͞Ε ʮͨ申込書ʯͷᶃ個人ʢ生徒ʣ申込Έ欄ʹ記入͞せɺ担当
すΔ先生 ʮ͕申込書ʯͷᶅ学校申込Έʢ特例会場ʣ欄ʹ記入しͯくͩ ͞いɻ応募すΔ
生徒ͷ人数分ͷ参加申込書ͱ先生͕ᶅʹ記入しͨ参加申込書を·ͱΊͯɺ郵送申
し込Έ送付先ʹ͓送Γくͩ ͞いɻ

大会参加費等についͯ
大会参加費͸無料Ͱすɻ
ͨͩしɺ会場·Ͱͷ交通費等͸参加者ͷ負担ͱͳΓ·すɻ

国際地理オリンピック͸大学ͷ

AO入試・推薦入試等ͷ特別入試ͷ対象Ͱす。
科学地理ΦϦンϐックͰ日本代表ͱしͯ選抜͞Εͨ者あΔい͸日本国内Ͱ行わΕ
Δ代表者選考等Ͱ一定ͷ成績を収Ίͨ者を対象ͱしͯɺ筑波大学・東北大学・駒
澤大学Ͱ͸ɺ特別入試ͷ対象ͱͳͬͯい·すɻ

ʮ科学地理オϦンϐック日本選手権兼国際地理オϦンϐック選抜大会ʯ
͸ɺ国際地理オϦンϐック日本委員会ʢ以下ɺʮ主催者ʯͱいうʣ͕ 主催
ͯ͠ い·͢ ɻ͝ 提供いͨ くͩ個人情報͸ɺ次ͷΑうʹ 取Γ扱い·͢ ɻ
参加申込Έ͞ ΕΔ方 Α͓びそͷ保護者͸ɺ以下ͷ内容ʹͭいͯ同意
ͨ͠ 上Ͱ申͠ 込ΜͰくͩ い͞ɻ

1.個人情報ͷ収集目的ʹͭいͯ
・ʮ科学地理オϦンϐック日本選手権兼国際地理オϦンϐック選抜大
会ʯʹ ͓いͯ͸ɺ参加申込Έʹ際͠ ͯ提供͞ Εͨ参加申込者本人͓
Αびそͷ保護者ʹ関 Δ͢個人情報ͳΒび ʮʹ科学地理オϦンϐック日
本選手権兼国際地理オϦンϐック選抜大会ʯͷ各段階ʹ͓いͯ記録・
撮影͞ ΕΔ写真等͸主催者ʹ登録͞ Εɺ主催者͕本事業ͷ円滑ͳ運
営Λ遂行 Δͨ͢ Ίʹ使用 Δ͢ͱͱ΋ʹ ɺ本事業ʹ関連 Δ͢各種広報ͷ
Ίͨʹ利用͞ せͯ いͨͩ ·͖͢ ɻ

2.個人情報ͷ第三者へͷ提供・預託ʹͭいͯ
・͝ 提供いͨ いͩͨ 個人情報͸ɺʮ科学地理オϦンϐック日本選手権兼国

際地理オϦンϐック選抜大会ʯͷ実施運営ͷͨ Ίɺ管理͞ Ε·͢ ɻ提供

Δ͢ʹ あͨ ͬͯ ͸ɺ主催者͸個人情報ͷ適切ͳ管理Λ実施いͨ ·͢͠ ɻ 
・͝ 提供いͨͩ いͨ個人情報ͷ一部Λɺ参加申込者ͷ受験͞ ΕΔ第1
次選抜ͷ会場ʹ対͠ ͯɺ第1次選抜当日ͷ出欠確認ͷ Ίͨʹ必要ͳ
範囲内Ͱ一時的ʹ提供͠ ɺ使用後返却回収͠ ·͢ ɻ

3.個人情報ͷ業務委託ʹͭいͯ
・主催者͸ʮ科学地理オϦンϐック日本選手権兼国際地理オϦンϐック
選抜大会ʯͷ申込受付業務 Α͓び受験業務ͷ一部Λ株式会社教育
ソϑト΢Σアʹ業務委託͠ ͯ Γ͓·͢ ɻ

4.個人情報ͷ͝ 提供ͷ任意性ʹͭいͯ
個人情報ͷ͝ 提供͸任意Ͱ͸あΓ·͢ ͕ɺ必要ͳ情報͕͝提供いͨ
けͩͳい場合͸ɺ上記利用目的ͷ遂行ʹ支障͕生͡ Δ可能性͕あΓ
·͢ ͷͰɺ͝ 理解ͷほͲΑΖ͠ く͓ 願いいͨ͠ ·͢ ɻ

5.個人情報ͷ管理者ʹͭいͯ

͝提供いͨ いͩͨ 個人情報͸以下ͷ者͕適正ʹ管理いͨ ·͢͠ ɻ
国際地理オϦンϐック日本委員会実行委員会ɹ
実行委員長ɹ井田ɹ仁康
国際地理オϦンϐック日本委員会実行委員会ɹ
事務局長ɹ生田ɹ清人

6.個人情報ʹ関 Δ͓͢ 問い合わせʹͭいͯ
͝提供いͨͩ いͨ個人情報ʹ関͠ ͯɺ開示ɺ͓ Αび開示ͷ結果ɺ当
該情報͕誤ͬͯ いΔ場合ʹ訂正·ͨ ͸削除ͷ͓申͠ 出Λいͨͩ いͨ
場合 ͸ʹɺ速や͔ʹ対応͞ せͯ いͨͩ ·͖͢ ͷͰɺ下記·Ͱ͝ 連絡くͩ
い͞ɻ 

〒113-0032東京都文京区弥生2‐4‐16ɹ
学会センターϏϧ
公益社団法人ɹ日本地理学会ɹ事務局気付
国際地理オϦンϐック日本委員会実行委員会ɹ事務局
E-mail：geolympiad@ajg.or.jp

個人情報ͷ取Γ扱いʹͭいͯ

郵送申込書送付先
〒192２0081  東京都八王子市横山町 10２2
八王子 SIAϏϧ̍F

ʢ株ʣ教育ソϑτ΢ΣΞ内 
科学ΦϦンϐック共通事務局 宛ͯ

参加申込Έʹ関すΔ͓問い合わせ͸ 
☞ 科学オϦンϐッΫ共通事務局へ！

・TEL  042２646２6220
  ʢ平日 12：00 ～13：00 ／17：00～19：00ʣ

・E２mail  info@conがeかが２kyoがかき.com

WEB申込Έ専用ϗーϜϖーδ

https://contest-kyotsu.com



第14回

国際地理オϦンϐッΫ
iGeo Beograd 2017
会期　2017年8月2日ʢ水ʣ～ 8月8日ʢ火ʣ

会場　ベオάϥーυʢセϧϏΞʣ͓ Αびそͷ周辺

iGeo Beograd 2017を目指͢方へͷ OB・OG ͔ΒͷΞυバΠス

ɹ私͕地理オϦンϐッΫʹ出場しͯ得ΒΕͨ経験ͷ中Ͱɺ最΋印象ʹ残ͬͯいΔͷ͸問題ͷ面白さͰ

͢ɻ地理オϦンϐッΫͷ試験Ͱ͸ɺ΋ͪΖΜ地理ͷ知識Λ持ͬͯいΔ͜ͱ΋あΔ程度必要Ͱ͕͢ɺͦ Ε

͚ͩͰ͸あΓ·ͤΜɻ単ʹ暗記能力͕問わΕΔͷͰ͸ͳ ɺ͘知識Λ応用しͯ地域ͷ問題解決Λ行う ͱ͜

͕要求さΕ·͢ɻ特ʹϑΟーϧυワーΫテετ͸ͦͷ真骨頂ͱ言えΔͰしΐうɻͦ͜Ͱ求ΊΒΕΔͷ͸ɺ

豊͔ͳ発想力Ͱ͢ɻ

ɹ地理オϦンϐッΫͷ΋う一ͭͷ魅力͸ɺ国際大会ͷ場Ͱ地理好͖ͷ世界中ͷ高校生ͱ交流Ͱ͖Δ ͱ͜

Ͱしΐうɻ彼Βͱ互いʹ意見΍情報Λ交換͢Δ ͱ͜Ͱ異文化Λ知Γɺ新しい ͱ͜ʹ気ͮ͘͜ ͱ΋Ͱ͖ΔͰ

しΐうɻ·ͨ地理ͷ面Ͱ΋ɺ彼Βͷ発想力ʹ大いʹ刺激Λ受͚Δ͸ͣͰ͢ɻ

ɹ地理オϦンϐッΫͷ場Ͱ地域Λ地理ͷ目Ͱ捉えΔ経験Λ͢Δ͜ͱͰɺ普段何気ͳ 通͘Γ過͗ͯいͨΑ

うͳ土地Ͱ΋ɺ一味違ͬͨ視点Λ持ͬͯ見直͢ ͱ͕͜Ͱ͖ΔΑうʹͳΓɺ自分ͷ視野Λ広͛Δ ͱ͕͜Ͱ͖

Δͱ思い·͢ɻ地理オϦンϐッΫʹ参加しͯɺ自分ͷ世界Λ広͛ͯいͬͯͩ͘ さいɻ

私立灘高等学校卒業

東京大学 理科三類 在学中

iGeo Tveお 2015

日本代表チーム・選手

2015 年ʹロγアͷトヴェϦͰ行わΕた
世界大会ʹ೿遣͞Εました

辻
つ͡ あΓつͶ 

有恒さん

ɹ国際地理オϦンϐッΫ͸ɺテετ͚ͩͰ͸ͳいɻ遠足΋あΕ͹外国ͷ選手ͱͷ国際交流΋あͬͯɺͦ

͜Ͱ９日間͸本当ʹ印象的ͩͬͨɻし͔しɺ地理オϦンϐッΫΛ経験͢Δ中Ͱ最΋思い出深いͷ͸ɺ世

界大会本番ΑΓ΋ɺ地理オϦンϐッΫʹ出ΔͨΊʹ本Λ読ΜͰ調΂物ΛしͨΓɺ家ͷ周ΓΛ歩͖回ͬͯ

ϑΟーϧυワーΫͷ練習ΛしͨΓし ʮͨ準備期間ʯͩ ͬͨɻ

ɹʮ͔ͤͬ ͷ͘機会ͩしɺ΋し͔しͨΒ何͔ͷ間違いͰϝダϧ͕΋ΒえΔ͔΋しΕͳいɻあͱ本気出さͳ

いͰ落ͱさΕΔͷ͸悔しいɻʯͦ Μͳ負͚ͣ嫌いͳ気持ͪ΋あͬͯɺ国内選抜Λ重ͶΔʹͭΕͯ本気ʹ

ͳͬͨɻ運良 国͘際大会΁ͷ出場͕決·͔ͬͯΒ͸ɺさΒʹ大変ͩͬͨɻ世界大会͸͢΂ͯ英語͔ͩΒɺ

英語Λ叩͖直さͳいͱい͚ͳ͔ͬͨɻ英語Ͱ書͔Εͨ地理ͷ教科書Λ読Έ漁ͬͨɻͰ΋ʮ本気ʯʹ ͳͬ

ͯ一ͭͷ学問分野Λͱ ͱ͜Μ学ぶ ͱ͜͸ɺ何ʹ΋代え難い経験Ͱɺ価値͕あΔͱ思えΔ΋ͷͰɺ何ΑΓΊ

ͪΌͪ͘ Ό楽し͔ͬͨɻ

ɹ本気ʹͳͬͯ当時身ʹ͚ͭͨ地理的感覚͸ɺ今Ͱ΋役立ͬͯいΔɻͦΕ͸ɺ地理͕日常生活ʹ密着

しͯいΔ学問͔ͩΒͩͱ思うɻ受験勉強Ͱͷ地理͸座学中心͔ͩΒɺ例え͹世界中ͷ大地形ʹͭいͯ

頭ͷ中ͰΠϝーδ͢Δし͔ͳͯ͘ ɺͦ Εʹ飽͖ͯし·ͬͨ人΋いΔͷ͔΋しΕͳい͚Ͳɺ地理オϦンϐッ

Ϋ͸ɺ椅子ʹ留·ΒͳいͰɺ街ʹ出ͯϑΟーϧυワーΫͷ楽しさΛͲ͜·Ͱ΋味わえΔɻ旅行͕好͖ͳ人ɺ

世界ʹ興味͕あΔ人ɺ住ΜͰいΔ街ʹ興味͕あΔ人ɺ、 地理 、 ͷ世界Ͱ金ϝダϧΛ取ͬͯ΍Δ！ͱいう意

識͕高ͯ͘ ͔ͬ͜いい戦士͕集·Δ ͱ͜Λ願ͬͯいΔɻ

菊
き く ち  ゆ う た  

池裕太さん

筑波大学附属駒場高等学校卒業

京都大学 法学部 在学中

iGeo Tveお 2015

日本代表チーム・選手

2015 年ʹロγアͷトヴェϦͰ行わΕた
世界大会ʹ೿遣͞Εました



ςスτͷ様子ʢέϧン大会ΑΓʣ

͜͜ で͸科学地理オϦンϐッΫͷ国内選抜試験で出題͞れた問題を͝紹介͠ま͢

フィールυワークの様子記述式テスτの問題配布

記述式ςスτ

フィールυワークの様子

フィールυワーク直前の説明

ϑΟーϧυワーΫςスτ

ϚϧチメσΟΞςスτʢMMQʣ

記述式ςスτʢWRTʣ

次ͷ写真͸京都市内Ͱ撮影͞Εた通常ͷ河川改修工事ͷ様子ͰあΔɻ撮影͞Εた時期͸？

① 2月ɹɹɹᶄ 4月ɹɹɹ③ 6月ɹɹɹ④ 9月

河川改修工事͸水需要͕少ͳ ɺ͘河川水量͕少ͳい時期ʹ行う͜ ͱ͕効率的ͰあΔɻ京都市内

ͱあΔ ͱ͔͜Βɺ太平洋側ͷ気候区ʹ属しͯいΔͱ判断͢Δɻ太平洋側ͷ気候区Ͱ͸冬ʹ降水

量͕少ͳいͱいう ͱ͔͜Β2月͕正解ͱͳΔɻ背景ʹあΔ河畔ͷ木͕落葉しͯいΔ ͱ͜΋ヒンτ

ʹͳΔɻ単ʹ自然現象ͷΈͰͳ 人͘間ͷ営Έ΋併ͤͯ考察͢Δͷ͕地理ͷ特徴ͰあΔɻ

図ͷ ⮦ ⮧ ͸ 1990年ͱ2010年ͷブϥδϧʹ͓けΔ州͝ͱͷ大豆生産量ɺ⮨͸マットグロッソ州産大豆ͷ輸出港ͷ位置を示しͯいΔɻ

次ͷᶃᶄͷ各問いʹ答えͳ͞いɻ

ᶃ  ブϥδϧʹ͓けΔ大豆生産地域͕ͲͷΑうʹ変化した͔を気候ʹ着目しͯ述べͳ͞いɻ

ᶄ  マットグロッソ州ʹ͓けΔ大豆生産͕ɺ周辺地域ʹͲͷΑうͳ問題をもたΒしͯいΔ͔ɺ図⮨͔Β分͔Δ ͱ͜を説明しͳ͞いɻ

ᶃ 温帯地域͔Βサバφ地域΁

ᶄ  Ξマκン川流域ʹあΔ港΁ͷ道路Λ建設͢ΔͨΊʹ多͘ͷ熱

帯雨林͕伐採さΕͯいΔ

解答例

第̍次選抜試験　問題例

解答ͷϙΠンτ

⮦ ⮧ : Prodきçトo Agrícola MきnicipalΑΓ作成ɹ⮨ : 本郷豊・細野昭雄ʢ2012ʣhϒϥδϧͷ不毛ͷ大地ʮセϥーυʯ開発ͷ奇跡 ダɦΠヤϞンυ社ΑΓ作成

ᶃ  ϒϥδϧͷ緯度ͷ広͕ΓΛ考えͯɺͦ ΕͧΕͷ生産量͕多い地域ͷ気

候Λ考え·しΐうɻ

ᶄ  内陸部͔Β輸出港΁ͷ輸送ͷͨΊʹ必要ʹͳͬͨ ͱ͜Λ考え·しΐうɻ

Point

第̎次選抜試験　問題例

⮦ 1990 年の大豆生産

12,000ʢ1000がʣ
8,000
4,000

⮧ 2010 年の大豆生産

12,000ʢ1000がʣ
8,000
4,000

⮨ マットグロッソ州産大豆の輸出港

マッτάロッι州

港



エΫスカーションͰ訪Εた万里の長城

北京大会の日本代表生徒と引率教員のレポート

第13回

国際地理オリンピック
iGeo Beijing 2016

2016年8月に中国で行われました

ɹ地理ΦϦンϐッΫʹ͓いͯ最΋重要ͳͷ͸ϝμϧΛ競う3 種ͷテε

トͰ͢ɻ͔͠͠ɺ地理ΦϦンϐッΫʹ͓いͯ͸ɺ日本͸΋ͪΖΜɺ世

界中͔Β集まͬͨ一流ͷ選手΍先生方ͱͷ交流΋非常ʹ重要ͳ要素

Ͱ͢ɻ

ɹ今回ͷ大会Ͱɺ日本選手団͸ɺϝμϧ獲得͸΋ͪΖΜɺ文化交流

面Ͱ΋大成功Λ収Ίまͨ͠ɻ文化発表ͷ演劇Ͱ͸各国ͷ注目Λ集

ΊɺϙελーͰ͸ 1 ～4 位ʹ与えΒΕΔ優秀賞Λい͖ͨͩまͨ͠ɻ賞

Λ頂いͨ時ͷ喜ͼ͸忘ΕΒΕまͤΜɻ各国選手ͱ交わͨ͠会話΋素

晴Β͠ い思い出Ͱ͢ɻ北京大会͸ɺ自分ʹͱͬͯ最高ͷ大会Ͱͨ͠ɻ

日本代表生徒　佐藤剛　筑波大学附属高等学校3年

ɹ地理ΦϦͷテεト͸͢͝ 面͘白い！2016 年大会Ͱ͸ɺ北京市内ͷ

交差点ʹ立ͪɺバε΍自転車ͷ通過台数Λ測定͠まͨ͠ɻ紙ͷ上ʹ

ͱͲまΒͣɺ街ʹ出ͯ行ͬͯ自Β情報Λ探͢ɻͦΕ͕他ͷ科学五輪

ʹ͸ͳいɺ地理ΦϦͷ醍醐味Ͱ͢ɻ

ɹテεト͚ͩ͡ΌͳいɻCきlがきおal Seかかionʢ文化交流ʣͰ͸各国ͷ伝

統文化Λʮ五感Ͱʯ体験Ͱ͖ま͢ɻExcきおかion ʢ巡検ʣͰ͸故宮΍万

里ͷ長城Λ訪Εɺ海外選手ͱ交流Λ深Ίまͨ͠ɻ皆Ͱ宿舎ͷロϏー

ʹ集まΓɺ将来ͷ夢Λ語Γ合ͬͨ夜΋忘ΕΒΕまͤΜɻ地理ΦϦ΁

ͷ参加͸ま͞ʹɺあͳͨͷ世界観Λ拡͛Δ第一歩Ͱ͢ɻ

日本代表生徒　松藤圭亮　福岡県立修猷館高等学校3年

ɹ地理ΦϦンϐッΫͷ楽͠͞͸ɺテεト΍イベントʹͱͲまΓまͤΜɻ

例え͹ɺ事前学習ʹ使ͬͨイΪϦεͷ教科書͸物事ͷ二面性Λ重視

ͯ͠いͯɺ日本Ͱͷ授業ͱ͸違う視点Ͱ学ぶ ͱ͕͜Ͱ͖まͨ͠ɻ大会

Ͱ΋ɺ他国ͷ選手ͱ話͢中Ͱɺ地理ʹ関͢Δ見方΍教育制度ɺ歴史΍

文化ͳͲͷ違いΛ知Δ ͱ͕͜Ͱ͖ま͠ ͨɻͨͩͷ観光Ͱͳ ʮ͘地理ʯͩ

͔Β͜ ͦͷ視点Ͱ開催都市Λ歩͘͜ ͱ΋Ͱ͖ま͢ɻ͜ ͷΑうʹɺ多様ͳ

価値観ʹ出会えɺ様々ͳ面͔Β͜ͷ世界ʹͭいͯ考え話͠合えΔɺ大

変面白い旅Ͱ͢ɻ皆͞Μ΋ͥͻɺ世界大会目指ͯ͠頑張ͬͯͩ͘ ͞いɻ

日本代表生徒　大鶴啓介　渋谷教育学園幕張高等学校3年

ɹ第 13 回国際地理ΦϦンϐッΫʹ参加͠ɺ多 ͷ͘貴重ͳ体験͕Ͱ͖

まͨ͠ɻ地理ΦϦンϐッΫͷΑうͳ国際大会ʹ参加͢Δ ͱ͜ͷ大͖ͳ

意義ͱ͠ ͯɺ異文化交流͕あΔͱ思いま͢ɻ大会期間中ɺ参加各国

ͷ文化͸΋ͪΖΜɺ世界ʹ͓͚Δ日本ͷイϝーδʹͭいͯ΋知Δ ͱ͜

͕Ͱ͖まͨ͠ɻ特ʹɺ三種類ͷ文字Λ使い分͚Δ日本語ͷ表記法΍ɺ

世界有数ͷ混雑度Λ誇Δ( 誇Δ΂͖Ͱ͸あΓまͤΜ͕ ) 通勤ϥッγュ

ʹͭいͯ聞いͯ Δ͘人͕多 ɺ͘自分ͷ中ͷʮ海外Ͱͷ日本像ʯ像͕大

͖ 揺͘Β͗まͨ͠ɻ北京ʹ͓͚Δ一週間͸ɺ僕ͷ人生ʹͱͬͯ重要ͳ

΋ͷʹͳͬͨͱ思いま͢ɻ

日本代表生徒　青木慧　筑波大学附属駒場高等学校3年

ɹ国際地理ΦϦンϐッΫ͸ɺ地理的技能΍応用力Λ競い合う͜ͱ͕

最大ͷ目的Ͱ͕͢ɺ大会Ͱ͸国際親善ͷ役割ͱ研究発表΋あΓま

͢ɻエΫεΧーγョンʢ巡検ʣɺ食事ɺ移動ͷ車内ɺ文化交流会ͳͲ他

国ͷ選手ͱ交流͢Δ機会͕ͨ͘͞ Μ用意͞ΕͯいΔͷ΋特徴Ͱ͢ɻ

互いͷ生活文化΍͜Ε͔Βͷ進路ʹͭいͯ話ͯ͠いΔ姿Λ何度΋見

まͨ͠ɻ΋う一ͭ͸ɺ与えΒΕͨテーϚΛ4 名ͷ代表選手Ͱ事前ʹ

調΂ɺ英語ʹΑΔϙελーセッγョン形式ͷ発表ͱ質疑応答Λ行い

ま͢ɻ優秀ͳ発表ʹ͸賞͕贈ΒΕɺ北京大会ͷ日本νーϜ͸選͹Ε

まͨ͠ɻ地理Λ通ͯ͠科学的ͳ地域Λ見Δ目ͱ国際社会ʹ貢献͢Δ

力͕身ʹͭ͘͜ ͱΛ実感͠まͨ͠ɻ 日本代表引率教員　中村洋介

ɹ地理ΦϦンϐッΫͷ問題͸ɺ景観観察΍地図作業ɺ資料分析等Λ

通ͨ͡思考力・判断力・表現力ͷ探究プロセεΛ重視ͯ͠いΔ点ʹ

ͦͷ特徴͕あΓま͢ɻまͨɺ対象地域ͷ特性Λ十分理解ͨ͠上Ͱͷ

ʮ持続可能性ʯ΍ʮ生活ͷ質ʯͷ追求Λ通ͨ͡社会形成能力Λ重視͠

ͯいΔ点΋特徴ͱ͠ ͯ挙͛Δ ͱ͕͜Ͱ͖ま͢ɻ͜ ΕΒͷ力͸ʮ市民力ʯ

ͱいえΔ΋ͷͰɺ私͕ͨͪ日常生活Λ営Ήʹあͨͬͯ必要不可欠ͳ

能力ͱいえま͢ɻ北京大会΁ͷ参加Λ通ͯ͡ɺ世界ͷ求ΊΔ地理ͷ

学力ͱ͸何͔Λɺͦ ͯ͠地理ͷ果ͨ͢΂͖社会貢献ͱ͸何͔Λ改Ί

ͯ実感͠まͨ͠ɻ 日本代表引率教員　泉貴久

フィールυワーΫテスτ前夜のミーティンά

故宮ͱ日本代
表選手

北京大会に参
加した日本代

表選手

ポスターセッションͰ説明すΔ代表選手


